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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド
２面　本学建学の精神テーマに朝日

教育会議／坂本教授ら脱毛因
子阻害する人工ＲＮＡ開発／
赤羽研が自転車安全ルート案
内アプリ

３面　松田さん学生奨励賞／小川さ
んも／長嶋さん優秀賞／河野
さん学術論文奨励賞／坂野さ
んらオンライン宇宙セミナー

４面　京成電鉄と本学包括協定／尾
上教授が日工大生へ講演／千
秋上席研究員が中高生に講演
／先川原室長がロボ技術授業
／佐野教授に学会支部功績賞

５面　コロナ禍１年・学生生活一変
６面　定年退職の皆さん／タウンキ

ャンパス展示再開

合併号　新型コロナウイルス

感染防止策で研究発表の場や

催しが自粛されているため、

本紙は随時２カ月分を合併号

として発行しています。

 令和３年度の入学式は、４月６日（火）午前

10時30分から、幕張メッセ・イベントホール
で、コロナ禍のためご家族は遠慮いただき、
新入生のみが参加して挙行されます。
　午前10時に開場、学生は当日「学生証」を
必ず持参し、開式10分前までに入場してくだ
さい。式典はライブ配信を予定しています。

令和３年度　入学式

ＺＯＺＯマリン
スタジアム

受験生は津田沼校舎入り口で手指を消毒後、除菌ブース２基を通り試験会場へ(Ａ日程試験の様子)

志願者数の多い大学10校

大学
今年度 昨年度

増減数
募集人数 志願者数 募集人数 志願者数

1 近畿 4,963 135,979 4,958 145,350 ▲ 9,371

2 千葉工大 1,379 108,707 1,379 103,269 5,438

3 明治 5,360 99,470 5,370 103,035 ▲ 3,565

4 日本 7,709 97,948 7,778 113,902 ▲ 15,954

5 早稲田 5,155 91,659 5,415 104,576 ▲ 12,917

6 法政 4,224 90,949 4,222 103,628 ▲ 12,679

7 東洋 5,634 89,808 5,721 101,776 ▲ 11,968

8 立命館 4,797 83,512 4,780 103,669 ▲ 20,157

9 関西 3,724 79,526 3,765 87,625 ▲ 8,099

10 中央 4,280 77,357 4,315 85,228 ▲ 7,871

代々木ゼミナール調べ（３／13更新）

本
学
志
願
者
増
加
数
　全
国
１
位

志
願
者
数
　全
国
２
位

令
和
３
年
度
入
試

　
全
国
の
志
願
者
数
減
の
理

由
と
し
て
、
浪
人
生
の
減
少

や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
般

選
抜
の
実
施
に
対
す
る
不
安

か
ら
、
年
内
の
総
合
型
選
抜

（
旧
・
Ａ
Ｏ
入
試
）、
学
校

推
薦
型
選
抜
（
旧
・
推
薦
入

試
）
で
合
格
を
決
め
た
受
験

生
が
多
か
っ
た
こ
と
、
感
染

拡
大
す
る
都
市
部
の
大
学
へ

の
進
学
を
敬
遠
す
る
地
方
の

受
験
生
が
増
え
た
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
本
学
志
願
者
が
増
加

し
た
の
は
、
共
通
テ
ス
ト
利

用
入
学
試
験＜

前
期
・
中

期
・
後
期＞

の
検
定
料
を

免
除
す
る
な
ど
、
受
験
生
へ

の
進
学
支
援
対
策
を
実
施
。

こ
れ
に
よ
り
、
受
験
生
は
受

験
に
伴
う
出
費
が
抑
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
共
通
テ
ス
ト

は
自
身
の
居
住
地
域
で
受
験

で
き
、
移
動
に
伴
う
感
染
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

て
心
強
い
支
援
に
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
共
通
テ
ス
ト
で

は
昨
年
よ
り
１
万
人
強
、
志

願
者
数
が
増
加
し
、
全
国
ト

ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
の
一
般
選
抜

志
願
者
数
は
、
最
多
を
記
録

し
た
昨
年
を
上
回
り
、
10
万

８
７
０
７
人
（
昨
年
度
比
５

４
３
８
人
増
）
と
な
っ
た
。

昨
年
は
志
願
者
数
私
大
ト
ッ

プ
８
ま
で
が
10
万
人
を
超
え

る
人
気
だ
っ
た
が
、
今
年

度
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

大
手
私
立
大
は
軒
並
み
志
願

者
減
と
な
る
中
、
本
学
は
一

般
選
抜
志
願
者
ラ
ン
キ
ン
グ

・
代
々
木
ゼ
ミ

集
計
（
３
月
13

日
時
点
）
で
近

畿
大
に
次
ぐ
２

位
と
な
り
、
推

薦
、
一
般
と
合

わ
せ
た
総
志
願

者
数
は
11
万
２

２
６
人
と
な
っ

た
。

　
Ａ
日
程
入
学

試
験
は
１
月
31

日
か
ら
４
日

間
、
本
学
試
験

場
と
17
の
学
外

試
験
場
（
１
月

31
日
、
２
月
１

日
の
み
）
で
実

施
さ
れ
た
。

　
津
田
沼
会
場
で
は
受
験
者

へ
の
安
心
安
全
を
考
慮
し
、

共
通
テ
ス
ト
時
か
ら
受
験
生

に
は
マ
ス
ク
着
用
を
義
務
付

け
、
各
出
入
り
口
に
消
毒
液

を
設
置
。
試
験
会
場
と
な
る

６
号
館
入
り
口
に
は
除
菌
ブ

ー
ス
も
設
け
、
定
期
的
に
換

気
を
徹
底
し
た
。

　
４
日
間
、
試
験
は
特
に
ト

ラ
ブ
ル
は
な
く
終
了
。
今
年

度
、
Ａ
日
程
志
願
者
数
は
２

万
８
８
２
９
人
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
Ｂ
日
程
入
学
試
験

が
２
月
17
、18
日
、ま
た
大
学

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
（
中

期

本
学
試
験
な
し
）
が
行

わ
れ
た
。
Ｂ
日
程
入
学
試
験

で
も
17
の
学
外
試
験
場
（
17

日
の
み
）
と
合
わ
せ
て
実
施

し
た
。

　
２
月
13
日
夜
、
宮
城
・
福

島
両
県
で
震
度
６
強
を
観
測

し
た
地
震
の
影
響
で
、
東
北

新
幹
線
が
一
部
区
間
運
転
休

止
と
な
っ
た
。
本
学
担
当
者

ら
は
在
来
線
な
ど
を
乗
り
継

い
で
地
方
会
場
へ
駆
け
つ
け

対
応
に
あ
た
っ
た
。
ほ
か

に
、
北
海
道
で
の
大
寒
波
も

心
配
さ
れ
た
が
、
全
国
17
会

場
、
津
田
沼
会
場
と
も
に
日

程
通
り
試
験
は
終
了
し
た
。

　
Ｂ
日
程
の
志
願
者
数
は
１

万
８
２
６
６
人
。
共
通
テ
ス

ト
利
用
入
試
（
中
期
）
で
は

５
８
９
２
人
と
い
う
結
果
だ

っ
た
。

　
３
月
５
日
に
は
、
Ｃ
日
程

入
学
試
験
、
大
学
共
通
テ
ス

ト
利
用
入
試
（
後
期

本
学

試
験
な
し
）
を
実
施
。
令
和

３
年
度
入
試
が
全
て
終
了
し

た
。
Ｃ
日
程
入
試
に
は
７
３

６
４
人
、
共
通
テ
ス
ト
利
用

入
試
（
後
期
）
に
は
２
８
１

９
人
が
志
願
し
た
。

一
般
選
抜
入
学
試
験

試験種 今年度 昨年度 増減

共通テスト利用（前期） 45,537 35,178 10,359

共通テスト利用（中期） 5,892 3,701 2,191

共通テスト利用（後期） 2,819 3,120 -301

Ａ日程入学試験 28,829 33,106 -4,277

Ｂ日程入学試験 18,266 20,457 -2,191

Ｃ日程入学試験 7,364 7,707 -343

一般選抜計 108,707 103,269 5,438

2021年度志願者数

試験会場では換気を心掛け、座席は「密」を避けるよう配慮された

総
志
願
者
11
万
人
超
す

　
３
月
５
日
の
Ｃ
日
程
入
学
試
験
を
終
え
、
令
和
３
年
度
の
入
学
試
験
が
全
て
終
了
し

た
。
今
年
の
大
学
入
試
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
私
立
大
学
の
一
般
選
抜

は
志
願
者
数
が
激
減
。
競
合
大
学
が
志
願
者
確
保
に
苦
戦
す
る
中
、
本
学
は
今
年
度
も
志

願
者
数
過
去
最
多
を
記
録
し
、志
願
者
増
加
数
で
は
全
国
１
位
と
な
っ
た
。志
願
者
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
６
年
連
続
ト
ッ
プ
10
入
り
を
果
た
し
、
今
年
度
で
は
唯
一
志
願
者
数
を
伸
ば
し

全
国
２
位
と
大
躍
進
し
た

左
上
表
を
参
照
。（
３
月
13
日
付
・
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
調
べ
）

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号
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毎月１回（８月を除く）15日発行
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根
拠
と
し
て
、
ト
ル
コ
で
の

発
掘
調
査
で
４
３
０
０
年
前

に
既
に
人
類
が
最
古
の
鉄
球

を
作
り
出
し
て
い
た
こ
と
、

同
時
期
に
鉄
隕
石
で
刀
も
作

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

お
り
、
人
類
が
最
初
に
使
っ

た
鉄
は
鉄
隕
石
の
可
能
性
が

高
い
と
の
考
え
を
披
露
し

た
。

　
最
後
に
「
現
在
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
世
界
各
地
に
行
く
こ

と
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
も
積
極
的
に
技
術
革
新

に
つ
な
が
る
研
究
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

　
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
松
井
学

長
が
「
日
本
が
宇
宙
分
野
で

人
類
に
貢
献
す
る
の
は
惑
星

探
査
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ

て
の
命
綱
。
限
ら
れ
た
予
算

で
ど
う
戦
略
を
立
て
て
い
く

か
」
と
探
査
の
意
義
を
強

調
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
特
に
「
は
や
ぶ
さ
２
」

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
成
功
に
つ
い

て
、
本
学
が
ほ
ぼ
全
て
の
観

測
機
器
の
開
発
と
科
学
的
検

討
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
紹

介
。
小
惑
星
か
ら
試
料
を
持

ち
帰
る
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン

技
術
で
は
「
日
本
が
世
界
を

十
年
以
上
リ
ー
ド
し
て
い

る
」と
優
位
性
を
強
調
し
た
。

　
今
後
、
日
本
に
は
火
星
衛

星
探
査
計
画
（
Ｍ
Ｍ
Ｘ
）
と

深
宇
宙
探
査
技
術
実
証
機

DESTINY

＋

（
デ
ス
テ
ィ
ニ

ー
・
プ
ラ
ス
）
と
い
う
小

惑
星
探
査
計
画
が
あ
る
。

DESTINY

＋
の
サ
イ
エ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
荒
井
主
席
研
究
員
は
、

探
査
計
画
の
提
案
当
初
「
ふ

た
ご
座
流
星
群
の
母
天
体
で

あ
る
小
惑
星Phaethon

（
フ

ェ
ー
ト
ン
）
と
探
査
機
は
高

速
で
す
れ
違
う
た
め
、
技
術

的
に
難
し
い
」
と
学
会
で
賛

同
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
。
粘
り
強
く

国
内
外
の
研
究
者
の
仲
間
を

集
め
、
徐
々
に
賛
同
が
得
ら

れ
、
探
査
計
画
実
現
に
こ
ぎ

つ
け
た
と
語
っ
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
は
、DESTIN

＋
探
査
の
要

と
な
る
世
界
初
の
宇
宙
用
高

速
追
尾
カ
メ
ラ
の
開
発
を
担

当
す
る
。

　
一
方
、
黒
田
さ
ん
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
「
黒
田
有
彩
も

ウ
ー
チ
ュ
ー
部
」
を
開
設
し

て
宇
宙
の
魅
力
を
発
信
。
中

学
生
の
時
に
作
文
に
書
い
た

「
将
来
の
夢
は
宇
宙
飛
行

士
」
を
実
現
す
る
た
め
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ⅹ
Ａ
）
が
今
秋
に
新
規
募
集

す
る
宇
宙
飛
行
士
に
応
募
す

る
と
明
言
。
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
宇
宙
飛
行
士
に
は
多
様

な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
、
と
若
者
ら
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
求
め
た
。

と
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
の
荒
井

朋
子
主
席
研
究
員
、
お
茶
の

水
女
子
大
物
理
学
科
卒
で

「
宇
宙
女
子
」
を
出
版
し
た

タ
レ
ン
ト
・
黒
田
有
彩
さ
ん

が
「
宇
宙
探
査
の
新
時
代
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
基
調
講
演
で
松
井
学
長

は
、
本
学
が
私
立
で
現
存
す

る
工
業
系
単
科
大
学
と
し
て

は
国
内
最
古
で
来
年
、
創
立

80
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
紹

介
。
建
学
の
精
神
に
基
づ
き

「
科
学
技
術
文

明
が
生
き
残
る

た
め
に
は
、
絶

え
ず
技
術
革
新

を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ

の
た
め
の
研
究

を
し
て
い
く
こ

と
で
す
」
と
述

べ
た
。

　
ま
た
、
本
学

地
球
学
研
究
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
鉄
器

文
明
の
起
源
を
探
る
研
究
成

果
に
基
づ
き
「
技
術
革
新
す

る
文
明
は
生
き
残
る
。
そ
の

過
去
の
具
体
例
と
し
て
鉄
器

文
明
を
考
え
て
み
た
い
」
と

基
調
講
演
を
始
め
た
。

　
特
に
、
新
石
器
、
青
銅

器
、
鉄
器
と
文
明
が
発
展
し

て
き
た
と
い
う
３
時
代
区
分

法
と
い
う
定
説
に
つ
い
て

「
青
銅
器
と
鉄
器
は
同
時
代

に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
２
区
分
で
い
い
の
で
は

な
い
か
」
と
疑
問
を
提
示
。

　
自
転
車
の
死
傷
事
故
で
未

成
年
、
特
に
15
〜
19
歳
の
占

め
る
割
合
が
18
・
８
％
と
突

出
し
て
い
る
（
令
和
元
年
・

警
察
庁
調
べ
）。
安
全
最
適

な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
追
求
す

る
都
市
環
境
工
学
科
・
赤あ

か

羽は
ね

弘
和
教
授
の
研
究
室
で
は
、

自
転
車
事
故
を
減
ら
そ
う

と
、
中
学
生
以
上
を
対
象

に
、
自
転
車
を
安
全
ル
ー
ト

に
案
内
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
ア
プ
リ
『
さ
い
く
る
サ

イ
ン
』
を
開
発
し
、
普
及
を

目
指
し
て
い

る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能

な

開

発

目

標
）
活
動
と

子
ど
も
の
活

力
を
生
か
す

事
業
を
展
開

中
の
㈱
イ
ノ

ビ
オ
ッ
ト
（
千
葉
市
中
央

区
）
と
の
共
同
研
究
で
、

「
ち
ば
ぎ
ん
研
究
開
発
助
成

制
度
２
０
２
０
」
に
採
択
さ

れ
た
。

　
ア
プ
リ
は
、
該
当
地
の
マ

ッ
プ
を
呼
び
出
し
、
目
的
地

を
設
定
す
る
と
、
所
要
時
間

と
事
故
デ
ー
タ
な
ど
に
基
づ

い
て
算
出
し
た
安
全
度
（
例

44
分
　
70
・
０
点
な
ど
）

が
記
さ
れ
た
最
大
３
つ
の

〝
お
勧
め
経
路
〞
が
カ
ラ
ー

の
実
線
で
表
示
さ
れ
る
。
特

に
経
路
上
の
危
険
箇
所
を
通

過
す
る
際
に
は
ア
ラ
ー
ト

（
音
と
振
動
）
が
発
信
さ
れ

る
仕
組
み
。

　
赤
羽
研
で
は
、
昨
年
10
月

か
ら
船
橋
市
内
の
中
学
生
た

ち
に
こ
の
ア
プ
リ
を
配
信

し
、
走
行
記
録
を
取
得
。
ウ

ェ
ブ
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

っ
て
使
い
勝
手
な
ど
の
評
価

を
集
め
、
安
全
意
識
の
向
上

効
果
、
安
全
ス
コ
ア
と
ア
ラ

ー
ト
の
提
供
効
果
を
分
析
、

ア
プ
リ
の
精
度
向
上
に
役
立

て
て
い
る
。

　
事
故
デ
ー
タ
は
千
葉
県
警

本
部
か
ら
、
他
の
危
険
地
点

デ
ー
タ
は
国
土
交
通
省
・
千

葉
国
道
事
務
所
か
ら
提
供
を

受
け
、
船
橋
市
の
協
力
を
得

て
進
め
て
い
る
。

自
転
車
安
全
ル
ー
ト
案
内
ア
プ
リ

■
　
赤
羽
研
、生
徒
用
に
開
発

アプリ『さいくるサ
イン』と赤羽教授

宇宙探査や鉄器文明語る
■　「朝日教育会議」を遠隔開催

　
第
一
部
で
は
、
松
井
孝
典

学
長
が
「
鉄
器
文
明
の
起
源

を
探
る
」
と
題
し
基
調
講

演
。
第
二
部
で
は
松
井
学
長

　
生
命
科
学
科
の
坂
本
泰
一

教
授
は
２
月
５
日
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
㈱
ア
ド
バ
ン
ジ
ェ
ン
、
北

海
道
医
療
大
、
横
浜
国
立
大

と
共
同
で
、
毛
髪
の
脱
毛
因

子
「
Ｆ
Ｇ
Ｆ
５
」
の
働
き
を

阻
害
す
る
人
工
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
開

発
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し

た
と
発
表
し
た
。
画
期
的
な

育
毛
剤
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
ほ
か
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
５
は

癌
化
を
促
進
す
る
こ
と
も
分

か
っ
て
お
り
、
癌
の
治
療
薬

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
毛
髪
の
成
長
サ
イ
ク
ル

（
毛
周
期
）
に
つ
い
て
は
研

究
が
進
み
、
線
維
芽
細
胞
増

殖
因
子
の
一
つ
・
Ｆ
Ｇ
Ｆ
５

が
毛
根
の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
受
容
体
に

結
合
す
る
こ
と
が
脱
毛
を
促

す
サ
イ
ン
と
な
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
坂
本
教
授
と
天
野

亮
さ
ん（
博
士
課
程
修
了
）、

笹
生
み
な
み
さ
ん
（
生
命
環

境
科
学
専
攻
修
士
課
程
２

年
）、
柳
澤
拓
也
さ
ん
（
修

士
課
程
修
了
）
ら
は
、
試
験

管
内
分
子
進
化
法
（
Ｓ
Ｅ
Ｌ

Ｅ
Ｘ
法

極
め
て
多
様
な
核

酸
混
合
物
の
中
か
ら
、
特
定

の
活
性
を
も
つ
核
酸
を
選
び

出
す
方
法
）
で
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
５

の
働
き
を
阻
害
す
る
人
工
Ｒ

Ｎ
Ａ
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
ア
プ
タ
マ
ー

人
工
核
酸
）
の
開
発
に
成

功
。
こ
の
人
工
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
事

前
に
Ｆ
Ｇ
Ｆ
５
に
結
び
付
き

毛
根
の
受
容
体
と
結
合
で
き

な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
。

　
人
工
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
〝
ア

プ
タ
マ
ー
医
薬
品
〞
は
、
次

世
代
型
分
子
標
的
薬
と
し
て

世
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

坂
本
研
の
成
果
は
現
在
、
培

養
細
胞
で
阻
害
効
果
が
確
認

さ
れ
た
だ
け
だ
が
、
ヒ
ト
で

効
果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
育

毛
剤
や
癌
治
療
薬
の
実
現
へ

一
気
に
弾
み
が
付
き
そ
う
。

　
坂
本
教
授
は
「
粘
り
強
く

研
究
を
進
め
て
く
れ
た
笹
生

さ
ん
ら
院
生
、
千
葉
工
大
と

国
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
し
た

い
。
今
後
も
Ｒ
Ｎ
Ａ
医
薬
品

の
開
発
に
貢
献
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　
成
果
は
２
月
３
日
付
で
、

権
威
あ
る
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

・
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
の
電
子
版
サ
イ
エ

ン
テ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ

に
掲
載
さ
れ
た
。

脱
毛
因
子
阻
害
す
る
人
工
Ｒ
Ｎ
Ａ

坂本教授(左)と笹生さん

■
　
坂
本
教
授
ら
開
発

世
界
初

若
者
た
ち
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

鉄器文明の起源について話す松井学長

　「
朝
日
教
育
会
議
２
０
２
０
」が
２
月
23
日
、
本
学
の
建

学
の
精
神「
世
界
文
化
に
技
術
で
貢
献
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
配
信
で
開
催
さ
れ
た

写

真
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
、
本
学

が
共
催
。
同
新
聞
社
が
首
都
圏
な
ど
の
大
学
・
法
人
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
開
催
し
て
い
る
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一

環
。
直
面
す
る
社
会
的
課
題
を
議
論
し
大
学
か
ら
発
信
。

当
日
は
約
千
人
の
当
選
者
が
ラ
イ
ブ
講
演
を
視
聴
し
た
。
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

マ
ル
チ
コ
ア
フ
ァ
イ
バ
ー
の

場
合
は
、
中
心
以
外
に
コ
ア

が
あ
る
た
め
、
安
定
な
Ｐ
Ｃ

接
続
条
件
を
新
た
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
松
田
さ
ん
は
昨
年
２
月
の

同
研
究
会
で
、
ジ
ル
コ
ニ
ア

（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
）
製
フ
ェ
ル

ー
ル
に
標
準
外
径
４
コ
ア
マ

ル
チ
コ
ア
フ
ァ
イ
バ
ー
を
取

り
付
け
た
場
合
の
フ
ェ
ル
ー

ル
端
面
の
微
小
変
形
を
解
析

し
て
報
告
。
凸
球
面
の
中
心

が
偏
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が

引
き
込
ん
だ
同
コ
ネ
ク
タ
の

微
小
変
形
に
つ
い
て
新
た
な

結
果
を
報
告
し
た
。

　
松
田
さ
ん
は
「
受
賞
は
ご

指
導
い
た
だ
い
た
長
瀬
先
生

や
研
究
室
メ
ン
バ
ー
の
協
力

の
お
か
げ
で
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
成
果

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
精
進
し

ま
す
」
と
語
っ
た
。

　
情
報
処
理
学
会
の
第
30
回

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
・
デ
バ
イ
ス

＆
シ
ス
テ
ム
研
究
会
（
１
月

25
、
26
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
）
で
、
小
川
暖は

る

斗と

さ
ん

（
知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
４

年
、
森
信
一
郎
研
究
室

写

真
）
が
「
視
覚
障
害
者
向
け

信
号
機
付
き
横
断
歩
道
の
横

断
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

を
発
表
。
学
生
奨
励
賞
に
決

ま
り
２
月
４
日
、
受
賞
メ
ー

ル
が
届
い
た
。

　
横
断
歩
道
に
は
視
覚
障
が

い
者
用
に
、
音
響
付
き
信
号

機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
信

号
機
の
色
を
教
え
る
も
の
が

あ
る
。
し
か
し
安
全
な
方
向

や
位
置
関
係
は
障
が
い
者
の

方
向
感
覚
に
頼
る
た
め
、
ど

の
方
向
へ
踏
み
出
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
ず
、
一
歩
目

は
恐
怖
を
伴
う
と
い
う
。

　
小
川
さ
ん
ら
は
、
障
が
い

者
が
安
全
に
自
信
を
も
っ
て

横
断
す
る
に
は
、
安
全
な
方

向
や
渡
る
先
の
信
号
機
の
位

置
な
ど
を
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
ス
マ
ホ
を
腕
に
装

着
し
た
状
態
で
振
っ
て
横
断

歩
道
を
撮
影
。
撮
影
情
報
を

元
に
計
算
す
る
こ
と
で
、
安

全
な
方
向
の
算
出
と
、
信
号

の
位
置
を
推
定
す
る
方
法
を

検
討
し
た
。

　
研
究
室
内
に
横
断
歩
道
を

再
現
し
、
ハ
フ
変
換
（
図
形

検
出
）
や
角
度
計
算
を
駆
使

し
て
、
障
が
い
者
が
か
ざ
す

ス
マ
ホ
に
、
安
全
な
方
向

と
、
先
の
信
号
機
な
ど
を
伝

え
る
方
法
を
探
っ
た
。

　
課
題
は
見
え
た
が
、
実
現

は
ま
だ
先
の
段
階
。
研
究
で

は
視
覚
障
が
い
を
持
つ
人
の

感
覚
が
分
か
ら
な
い
の
で
、

い
く
つ
か
の
障
が
い
者
団
体

を
訪
ね
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
と
い
う
。

　
小
川
さ
ん
は
「
受
賞
で
き

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
視
覚
障
が
い
者
の
皆

様
、
共
同
研
究
者
の
松
本
宝

さ
ん
（
同
学
科
４
年
）、
指

導
の
森
教
授
に
は
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
い

た
。

視
覚
障
が
い
　安
全
に
横
断
を

■
　小
川
さ
ん
学
生
奨
励
賞

　
電
子
情
報
通
信
学
会
の
光

フ
ァ
イ
バ
応
用
技
術
研
究
会

（
昨
年
８
月
27
、
28
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）
で
、
松
田

健
太
郎
さ
ん
（
工
学
専
攻
博

士
課
程
３
年
、
長
瀬
亮
研
究

室

写
真
）
の
「
標
準
外
径

マ
ル
チ
コ
ア
フ
ァ
イ
バ
用
光

コ
ネ
ク
タ
の
フ
ェ
ル
ー
ル
端

面
微
小
変
形
解
析
⑵
」
が
学

生
奨
励
賞
に
決
ま
り
２
月
５

日
、
表
彰
状
が
届
い
た
。

　
現
在
、
光
通
信
で
使
わ
れ

る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
シ
ン
グ

ル
モ
ー
ド
フ
ァ
イ
バ
ー:

Ｓ

Ｍ
Ｆ
）
に
代
わ
り
、
容
量
が

は
る
か
に
大
き
く
Ｓ
Ｍ
Ｆ
と

同
径
の
マ
ル
チ
コ
ア
フ
ァ
イ

バ
ー
（
Ｍ
Ｃ
Ｆ
）
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
Ｍ
Ｃ
Ｆ
同

士
の
接
続
に
は
フ
ァ
イ
バ
ー

同
士
を
接
続
で
き
る
光
コ
ネ

ク
タ
が
必
要
不
可
欠
だ
。

　
Ｓ
Ｍ
Ｆ
に
使
わ
れ
る
フ
ィ

ジ
カ
ル
・
コ
ン
タ
ク
ト
（
Ｐ

Ｃ
）
方
式
（
端
面
を
わ
ず
か

に
湾
曲
ま
た
は
球
状
に
研
磨

し
て
フ
ァ
イ
バ
ー
同
士
を
強

制
的
に
接
触
さ
せ
る
）
に
よ

る
光
コ
ネ
ク
タ
は
、
継
ぎ
手

フ
ェ
ル
ー
ル
端
面
の
微
小
変

形
に
よ
っ
て
、
温
度
変
動
が

あ
っ
て
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー
・

コ
ア
の
接
触
を
維
持
す
る
。

光
コ
ネ
ク
タ
接
続
条
件
を
検
討

■
　松
田
さ
ん
学
生
奨
励
賞

　
環
境
分
野
の
研
究
者
で
構

成
す
る
環
境
情
報
科
学
セ
ン

タ
ー
が
募
集
し
た
第
20
回

（
２
０
１
９
年
度
）
環
境
情

報
科
学
セ
ン
タ
ー
賞
で
、
河

野
恭
佑
さ
ん
（
20
年
に
工
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
、

小
田
僚
子
研
究
室
、
現
・
小

学
校
理
科
講
師

写
真
）
の

「
都
市
街
区
内
に
お
け
る
熱

・
放
射
環
境
場
の
時
空
間
変

動
特
性
に
関
す
る
研
究
」
が

学
術
論
文
奨
励
賞
に
選
ば

れ
、
昨
年
12
月
18
日
付
で
賞

状
が
届
い
た
。

　
17
年
か
ら
東
京
工
業
大
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

の
研
究
者
（
本
学
Ｏ
Ｂ
）
の

協
力
で
筆
頭
著
者
と
し
て
ま

と
め
た
論
文
４
編
（
共
著
１

編
含
む
）に
対
し
贈
ら
れ
た
。

　
東
京
を
代
表
に
都
市

部
で
は
、
地
球
温
暖
化

と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
で
暑
熱
化
が
進

み
、
熱
中
症
の
危
険
が

増
し
て
い
る
。
環
境
省

は
全
国
約
８
４
０
地
点

の
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）
を
公
開
し
区
市
町

村
ス
ケ
ー
ル
で
注
意
喚
起
し

て
い
る
が
、
街
区
レ
ベ
ル
で

人
が
受
け
る
熱
ス
ト
レ
ス
は

場
所
次
第
で
か
な
り
変
動

し
、把
握
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
河
野
さ
ん
は
、
黒
球
温
度

計
や
通
風
筒
を
自
作
ま
た
は

改
良
し
た
観
測
機
器
で
移
動

観
測
し
た
。
特
に
構
造
物
や

地
表
面
が
複
雑
な
都
市
部
で

詳
細
な
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
空
間
分

布
の
解
析
を
試
み
た
。

　
気
温
や
湿
度
な
ど
計
14
の

気
象
観
測
機
器
を
搭
載
し
た

台
車
で
東
京
都
大
田
区
の
街

道
を
含
む
住
宅
街
を
移
動
観

測
。
住
宅
街
で
は
家
庭
排
出

の
熱
や
水
蒸
気
で
街
道
沿
い

よ
り
も
熱
ス
ト
レ
ス
が
高
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
観
測
台
車
を
さ
ら
に
小
型

化
し
、
千
葉
県
内
の
谷
津
干

潟
北
部
の
低
層
住
宅
街
で
も

観
測
。
水
辺
や
植
生
の
存
在

と
道
路
構
造
に
よ
っ
て
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
が
変
動
す
る
こ
と
を
示

し
た
。

　
こ
れ
ら
取
得
デ
ー
タ
を
基

に
数
値
放
射
モ
デ
ル
の
妥
当

性
を
評
価
し
た
。
気
温
や
全

天
日
射
量
を
適
切
な
時
間
分

解
能
で
入
力
す
る
こ
と
で
、

街
区
ス
ケ
ー
ル
の
局
所
的
な

黒
球
温
度
を
推
定
で
き
る
可

能
性
を
示
し
た
。

街
区
の
熱
・
放
射
環
境
を
解
析

■
　河
野
さ
ん
学
術
論
文
奨
励
賞

　
教
育
シ
ス
テ
ム
情
報
学
会

の
２
０
２
０
年
度
学
生
研
究

発
表
会
（
関
東
地
区
）
は
３

月
８
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
、
長
嶋
啓
太
さ
ん

（
情
報
科
学
専
攻
修
士
２

年
、
仲
林
清
研
究
室

写

真
）
の
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
主
題
と
し
た
学
習
手

法
」が
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

　
長
嶋
さ
ん
は
仲
林
研
で
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を

生
か
し
た
学
習
支
援
方
法
を

研
究
し
て
い
る
。
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
、

「
メ
ル
カ
リ
」
や
「Uber

」

な
ど
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
Ｉ
Ｔ

時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
。
経
営
と
Ｉ
Ｔ
の
両

面
か
ら
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

を
学
ぶ
の
に
格
好
な
主

題
だ
が
、
仕
組
み
が
抽

象
的
な
面
も
。

　
長
嶋
さ
ん
は
メ
ル
カ

リ
、
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の

Airbnb

、Uber

の
３
ビ

ジ
ネ
ス
理
解
に
欠
か
せ
な
い

抽
象
概
念
を
▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
外
部
性

利
用
者
が
多
い

ほ
ど
サ
ー
ビ
ス
価
値
が
向
上

す
る
▽
ニ
ー
ズ
の
ロ
ン
グ
テ

ー
ル
化

多
数
派
の
ニ
ー
ズ

に
も
少
数
派
に
も
対
応
で
き

る
▽
個
人
間
取
引
と
安
全
性

事
業
主
は
資
産
を
直
接
所

有
し
な
い
た
め
、
提
供
サ
ー

ビ
ス
が
よ
く
な
い
と
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
全
体
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
｜
｜
の
３

つ
に
整
理
。

　
情
報
科
学
部
４
年
生
６
人

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
被
検
者
に

な
っ
て
も
ら
い
、
長
嶋
さ
ん

が
立
て
た
学
習
設
計

?

既

有
知
識
の
活
用
②
抽
象
化
と

再
具
体
化
③
レ
ポ
ー
ト
の
共

有
④
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
｜

｜
に
沿
っ
て
学
ん
で
も
ら

い
、
３
概
念
に
つ
い
て
理
解

度
を
測
っ
た
。

　
長
嶋
さ
ん
は
「
研
究
を
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し

い
。
３
年
間
、
仲
林
先
生
と

研
究
室
の
皆
さ
ん
の
お
力
添

え
あ
っ
て
の
受
賞
で
、
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
で
学
習
手
法
実
験

■
　長
嶋
さ
ん
優
秀
賞

　「
宇
宙
飛
行
士
・
山
崎
直

子
さ
ん
か
ら
学
ぼ
う
！
宇
宙

飛
行
士
ま
で
の
道
の
り
や
体

験
談
、
女
性
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
宇
宙
業
界
の
展
望
と

は
」
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
が
３
月
２
日
、
日

本
ロ
ケ
ッ
ト
協
会
の
男
女
共

同
参
画
委
員
会
「
宙そ

ら

女じ
ょ

」

山
崎
直
子
委
員
長

と
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
応
援
す
る

㈱Kanatta

運
営
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
「
コ
ス
モ
女
子
」

の
共
催
で
、
本
学
の
坂
野
文

菜
さ
ん
（
工
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
、
和
田
豊
研
究
室
）

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
て
開
か
れ
た
。

　
今
秋
、
13
年
ぶ
り

に
日
本
人
宇
宙
飛
行

士
が
募
集
さ
れ
る
予

定
で
、
山
崎
さ
ん
は

「
宇
宙
分
野
の
裾
野

は
広
い
。
体
力
の
ハ

ン
デ
が
な
く
マ
ル
チ

タ
ス
ク
で
や
る
宇
宙

飛
行
士
は
女
性
に
向

く
仕
事
」。
宇
宙
輸

送
工
学
を
専
攻
す
る
坂
野
さ

ん
は
「
宇
宙
の
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
寄
せ
集
め
が
大
事
と
分
か

る
。
多
分
野
と
の
交
流
が
新

た
な
こ
と
を
生
み
出
す
サ
イ

ク
ル
が
い
い
」
と
応
じ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
山
崎

さ
ん
が
２
０
１
０
年
に
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
号
」
に
搭
乗
、
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ

Ｓ
）
で
組
み
立
て
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
自
身
の
体
験
を

踏
ま
え
講
演
。「
宇
宙
に
関

わ
る
仕
事
は
文
系
、
理
系
共

に
幅
広
い
。
一
方
で
、
ど
ろ

く
さ
く
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
が
大
事
。
宇
宙
は
み
ん
な

を
待
っ
て
い
る
」
と
女
性
に

向
け
て
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
そ
の
後
、
坂
野
さ
ん
、
山

崎
さ
ん
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
調
査

国
際
部
参
事
の
水
野
素
子
さ

ん
の
３
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に

つ
い
て
は
「
む
し
ろ
、
子
育

て
が
宇
宙
に
役
立
つ
。
宇
宙

で
は
優
先
順
位
を
決
め
て
そ

の
都
度
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
」（
山
崎
さ

ん
）、「
宇
宙
業
界
は
非
常
に

グ
ロ
ー
バ
ル
。
い
ろ
い
ろ
な

セ
ン
ス
が
あ
っ
て
い
い
じ

ゃ
な
い
と
な
る
」（
水
野
さ

ん
）、「
男
性
を
巻
き
込
ん
で

解
決
し
な
い
と
い
け
な
い
」

（
坂
野
さ
ん
）
な
ど
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
教
育
分
野
へ
の

提
案
に
つ
い
て
、
坂
野
さ
ん

は
「
ま
た
失
敗
し
て
し
ま
う

の
で
は
と
考
え
る
前
に
、
原

因
が
あ
っ
て
結
果
が
あ
る
の

で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を

学
べ
る
機
会
が
あ
る
と
い

い
」
と
話
し
た
。

宇宙めざす女性を応援

■　坂野さんらオンラインセミナー

宙女と紹介された坂野さん
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圏
突
入
時
に
「
な
ぜ
燃
え
尽

き
な
い
の
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、
千
秋
上
席
研
究

員
は
「
サ
ン
プ
ル
カ
プ
セ
ル

は
燃
え
て
い
る
が
、
内
部
に

熱
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
表
面
が
燃
え
る

こ
と
で
中
が
熱
く
な
ら
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
」
な

ど
と
回
答
し
た
。

　
ま
た
、
中
高
生
ら
の
関
心

が
高
い
宇
宙
の
仕
事
に
つ
い

て
、
千
秋
上
席
研
究
員
は

「
な
ぜ
だ
ろ
う
、
と
思
う
こ

と
は
訓
練
。
す
ぐ
に
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
な
い
で
考
え
よ

う
。
世
界
は
狭
く
な
っ
て
い

る
。
研
究
者
は
会
話
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
大

事
」「
お
金
よ
り
何
よ
り
楽

し
い
人
生
を
送
り
た
い
人
に

は
惑
星
探
査
が
向
い
て
い

る
。
今
後
、
火
星
、
水
星
、

木
星
の
探
査
が
計
画
さ
れ
て

い
る
」
な
ど
と
中
高
校
生
ら

に
語
り
か
け
た
。

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
２
０

１
８
年
夏
に
小
惑
星
に
到
着

し
た
後
、
約
１
年
半
か
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
観
測
・
実
験
を

行
っ
た
。
そ
の
際
に
欠
か
せ

　
本
学
と
京
成
電
鉄
㈱
（
千

葉
県
市
川
市
に
本
社
、
小
林

敏
也
社
長
）
は
２
月
５
日
、

連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括

協
定
書
を
締
結
し
た
。

　
協
定
は
、
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
京
成
線
沿
線
エ
リ
ア
の

魅
力
向
上
や
ま
ち
づ
く
り
・

産
業
の
振
興
、
教
育
・
研
究

の
振
興
に
関
し
一
層
、
産
学

連
携
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
京
成
電
鉄
と
は
こ
れ
ま

で
京
成
電
鉄
が
建
築
す
る

学
生
向
け
ア
パ
ー
ト
に
つ

い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
内

装
、
募
集
方
法
な
ど
を
学

生
が
提
案
す
る
授
業
を
本

学
が
実
施
す
る
な
ど
、
連

携
し
て
地
域
の
魅
力
向
上

と
人
材
育
成
を
図
る
よ
う

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年

３
月
に
は
そ
の
成
果
と
な

る
賃
貸
住
宅
が
竣
工
予

定
。
今
後
も
連
携
し
て
地

域
社
会
の
発
展
を
目
指
す

よ
う
協
定
を
交
わ
し
た
。

　
本
学
の
尾
上
薫
・
応
用
化

学
科
教
授
が
１
月
９
日
、
日

本
工
業
大
で
「
魅
力
あ
る
科

学
技
術
者
を
目
指
し
て
〜
環

境
に
対
す
る
化
学
技
術
の
ア

プ
ロ
ー
チ
〜
」
と
題
し
て
講

演
。
技
術
者
を
目
指
す
学
生

た
ち
に
、
自
ら
の
研
究
生
活

か
ら
導
き
出
し
た
提
言
な
ど

を
語
っ
た

写
真
。

　
尾
上
教
授
は
環
境
保
全
や

資
源
回
収
の
立
場
か
ら
、
家

庭
排
水
に
電
磁
波
、
超
音

波
、
紫
外
線
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
わ
ず
か
に
加
え
水
を

き
れ
い
に
す
る
手
法
な
ど
を

研
究
し
て
い
る
。
同
大
学
が

毎
年
開
く
環
境
特
別
講
演
会

の
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
。

　
講
演
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策

で
対
面
で
約
40
人
、
リ
モ
ー

ト
で
約
２
０
０
人
が
参
加
す

る
形
で
行
わ
れ
た
。

　
尾
上
教
授
は
、
ま
ず
、

「
魅
力
は
多
面
的
に
存
在
す

る
」
と
の
考
え
方
を
披
露
。

一
生
大
切
に
す
る
「
座
右
の

銘
」
と
成
長
過
程
で
変
わ
り

得
る
「
座
左
の
銘
」
を
持

ち
、
尊
敬
す
る
科
学
者
が
い

る
｜
｜
な
ど
、
魅
力
的
な
研

究
者
に
な
る
た
め
の
人
間
像

を
語
っ
た
。

　
次
に
、
自
ら
の
研
究
体
験

を
交
え
、
ア
イ
デ
ア
を
ど
う

や
っ
て
生
む
の
か
、
発
想
の

転
換
を
ど
の
よ
う
に
図
る

か
、
な
ど
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
説
明
。
最
後
に

学
生
た
ち
に
「
人
に
優
し
く

な
れ
れ
ば
、
環
境
に
も
優
し

く
な
れ
る
」
な
ど
〝
４
つ
の

提
言
〞
を
贈
っ
て
講
演
を
締

め
く
く
っ
た
。

　
聴
講
学
生
か
ら
は
講
演

後
、
４
つ
の
提
言
に
関
す
る

質
問
な
ど
が
多
数
寄
せ
ら

れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

魅
力
あ
る
科
学
技
術
者
へ

■　

尾
上
教
授
、日
工
大
生
へ
講
演

京
成
電
鉄
と
本
学
、包
括
協
定

■　

沿
線
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り
や
、研
究
で
連
携

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
の

プロジェクトマネジメント学科の授業で、
京成電鉄が建築する学生向けアパートのコ
ンセプトを検討する学生たち(2019年)

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

の
千
秋
博
紀
上
席
研
究
員

写
真

が
講
師
を
務
め
た
中

高
生
を
対
象
と
す
る
講
演
会

が
３
月
13
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。

　
演
題
は
「
未
知
な
る
天
体

に
挑
戦
〜
小
惑
星
探
査
機
・

は
や
ぶ
さ
２
〜
」。
講
演
で

は
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
運
用

・
観
測
に
関
わ
っ
て
き
た
千

秋
上
席
研
究
員
と
視
聴
者
の

間
で
「
宇
宙
の
仕
事
に
携
わ

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
」
な
ど
の
質
疑
応
答
が
活

発
に
交
わ
さ
れ
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
千
葉
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

宇
宙
空
間
へ
、中
高
生
誘
う

■　

千
秋
上
席
研
究
員
が
講
演

て
い
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
講
座

「
科
学
者
へ
の
道
」
と
、
千

葉
市
教
育
委
員
会
が
実
施
主

体
と
な
っ
て
い
る
「
未
来
の

科
学
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　
講
演
で
は
ま
ず
、
昨
年
末

に
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」

に
人
工
的
に
ク
レ
ー
タ
ー
を

作
り
、
岩
石
の
か
け
ら
（
サ

ン
プ
ル
）
を
持
ち
帰
っ
た
小

惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ

２
」
の
世
界
初
の
偉
業
に
つ

い
て
、
千
秋
上
席
研
究
員
が

詳
細
に
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
し
た
中
高

生
か
ら
質
問
が
寄
せ
ら
れ

た
。
例
え
ば
、
サ
ン
プ
ル
を

収
納
し
た
カ
プ
セ
ル
は
大
気

　
日
本
機
械
学
会
の
関
東
支

部
総
会
は
３
月
10
、
11
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、

本
学
機
械
工
学
科
の
佐
野
正

利
教
授

写
真

が
功
績
賞

を
受
賞
し
た
。

　
佐
野
教
授
は
、
熱
や
流
体

の
移
動
現
象
を
実
験
と
数
値

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
解
明

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
機
器

の
性
能
向
上
や
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
を
研
究
し
て

い
る
。

　
授
賞
理
由
に
よ
る
と
佐
野

教
授
は
、
流
体
工
学
分
野
の

教
育
と
研
究
に
従
事
し
、
多

く
の
技
術
者
の
育
成
と
流
体

工
学
分
野
の
発
展
に
顕
著
な

功
績
を
収
め
る
と
と
も
に
、

関
東
支
部
役
員
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
尽
力
し
た
。

　
特
に
第
25
期
に
は
総
会
・

講
演
会
の
大
会
委
員
長
を
務

め
、
事
業
を
成
功
裏
に
導
き

関
東
支
部
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
。

　
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

に
は
「
関
東
支
部
千
葉
ブ
ロ

ッ
ク
設
立
当
初
か
ら
長
年
、

運
営
委
員
、
商
議
員
、
支
部

幹
事
、
メ
カ
ト
ッ
プ
関
東
編

集
委
員
長
、
千
葉
ブ
ロ
ッ
ク

長
な
ど
を
務
め
、
学
会
と
支

部
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

た
」
と
し
て
、
創
立
20
周
年

記
念
式
典
で
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
た
。

佐
野
教
授
に
学
会
支
部
功
績
賞

■　

流
体
工
学
分
野　

発
展
に
貢
献

な
い
の
が
、
レ
ー
ザ
ー
を
小

惑
星
の
表
面
に
照
射
し
、
そ

の
反
射
光
が
探
査
機
に
到
達

す
る
ま
で
の
時
間
を
計
測
し

て
、
探
査
機
と
小
惑
星
の
間

の
距
離
（
高
度
）
を
測
る
レ

ー
ザ
ー
高
度
計
（
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ

Ｒ
）
と
い
う
機
器
。
千
秋
上

席
研
究
員
は
そ
の
レ
ー
ザ
ー

高
度
計
を
始
め
と
し
て
多
く

の
装
置
の
運
用
・
デ
ー
タ
解

析
を
行
っ
て
き
た
。

先
川
原
正
浩
室
長
が
１
月

25
日
、
千
葉
県
八
街
市
の

市
立
中
学
校
４
校
の
１
、

２
年
生
に
ロ
ボ
ッ
ト
工
学

の
最
先
端
技
術
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行

い
、
チ
バ
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
た

写
真(

チ
バ
テ

レ
ビ
提
供)

。

　
授
業
で
は
映
像
を
交
え

て
、
進
歩
が
目
覚
ま
し
い

ロ
ボ
ッ
ト
の
数
々
を
紹

介
。
技
術
の
歴
史
や
、
日

常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
ロ
ボ

ッ
ト
の
事
例
を
説
明
。
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
が
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

に
関
す
る
研
究
秘
話
や
開
発

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
も
触

れ
、。
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
な
ど
が
進

め
る
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
の
最
先

端
技
術
に
つ
い
て
、
詳
し
く

説
明
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
を
見
な

が
ら
、
生
徒
ら
は
メ
モ
を
取

っ
た
り
、
積
極
的
に
質
問
す

る
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
や

り
取
り
が
進

め
ら
れ
た
。

　
生
徒
か
ら

は
「
ロ
ボ
ッ

ト
は
ア
ニ
メ

の
中
の
も
の

と
思
っ
て
い

た
。
身
体
が

不
自
由
な
人

や
、

さ

ま

ざ

ま

な

人

の
た
め
に
な

っ
て
い
る
と

知
り
、
興
味

を
持
ち
ま
し

た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

ロボット技術を授業
■　先川原室長、八街の中学生に

交流はオンラインで



No.650５ NEWS  C I T　　　　2021. 3. 15

建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

コロナ禍１年
４
月月

５
月月

６
月月

７
月月

８
月月

９
月月

10
月月

11
月月

12
月月

１
月月

２
月月

３
月月

2020年

2021年

ど
ん
な
日
常
？

ア
ン
ケ
ー
ト

▼

授
業
・
学
び
に
つ
い
て

　
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
が
見
や
す
く
、
声
が
聞
き
や
す
か

っ
た
。
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
講
が
で
き
、
ま
た
、

家
が
遠
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
通
学
時
間
も
有
効
に
利

用
で
き
た
。
資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
に
も
挑
戦
し
ま

し
た
。（
応
化
２
年
）

　
後
期
の
授
業
で
約
半
年
ぶ
り
に
学
科
の
友
達
み
ん
な

が
そ
ろ
っ
た
時
、
う
れ
し
か
っ
た
。（
材
料
３
年
）

　
前
期
の
間
は
入
構
制
限
の
た
め
、
研
究
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
か
っ
た
。
リ
モ
ー
ト
の
機
会
が
増
え
た
た

め
、
併
せ
て
Ｐ
Ｃ
周
り
の
環
境
を
整
え
た
。（
Ｐ
Ｍ
４

年
）

　
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
見
る
時
間
が
増
え

た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
が
多
い
と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
自
分
な
り
に
工
夫
で
き
た
。
視
力
が
下
が
っ
た
。

（
応
化
３
年
）

　
こ
れ
ま
で
自
由
に
行
動
し
て

い
た
毎
日
が
一
変
し
、
生
活
様

式
自
体
は
変
わ
り
ま
し
た
。
人

が
多
い
と
こ
ろ
や
電
車
に
乗
る

こ
と
も
極
力
避
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
大
学
構
内
へ
の
立
ち
入
り
が

禁
止
と
な
り
、
い
ち
早
く
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
切
り
替
わ
っ
た

こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
自

体
は
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て

受
け
ら
れ
る
点
や
気
に
な
る
と

こ
ろ
を
何
回
も
確
認
で
き
る
た

め
、
不
自
由
に
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
慣
れ
た
こ

ろ
で
、
突
然
来
週
か
ら
対
面
！

と
な
っ
た
と
き
は
、
う
れ
し
い

反
面
、
少
し
急
だ
な

…
…
と
（
笑
）。

　
ま
た
、
友
人
と
直

接
接
す
る
機
会
は
減

っ
た
も
の
の
、
コ
ロ

ナ
前
よ
り
も
ラ
イ
ン

や
電
話
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー

ル
を
使
い
、
ま
め
に

連
絡
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
会

え
な
い
寂
し
さ
は
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
む
し
ろ
、
い
つ
も
よ

り
会
っ
て
い
る
の
で
は
？
と
感

じ
て
い
た
か
も
（
笑
）。

　
入
構
が
可
能
に
な
っ
て
か
ら

は
、
研
究
室
の
友
人
ら
と
卒
業

研
究
に
没
頭
す
る
毎
日
で
し

た
。

　
決
し
て
、
自
由
に
は
大
学
へ

入
構
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

入
構
時
間
が
制
限
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
、
時
間
を
無
駄
な
く
効

率
よ
く
研
究
に
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
体
重
が
10
㌔
減

っ
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ら

で
は
の
出
来
事
で
、
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
。

対
面
授
業
の
復
活
に
喜
び

応
用
化
学
科
４
年

酒
井
　
祐
輔
さ
ん

　
講
義
の
形
態
が
主
に
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
に
変
わ
っ
た
こ
と

が
、
や
は
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
一
番
の
変
更
点
で
し
ょ
う

か
。

　
本
学
は
他
大
学
に
比
べ
対
面

授
業
の
開
始
も
早
く
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
学
生
の
姿
が
戻
り
、

数
が
増
え
始
め
た
頃
は
、
学
内

が
活
発
に
な
っ
た
と
感
じ
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
後
期

か
ら
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の

（
Ｓ
Ａ
）
の
活
動
が
再
開
で
き

た
こ
と
は
ひ
と
し
お
で
す
。
Ｓ

Ａ
の
活
動
を
通
し
て
１
、
２
年

生
の
疑
問
に
答
え
、
勉
強
面
で

サ
ポ
ー
ト
で
き
た
こ
と
、
ま

た
、
進
学
や
留
年
な
ど

の
相
談
に
も
乗
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
精
神
面

も
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
の
環
境
下
で
改
め

て
学
ん
だ
こ
と
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が

と
て
も
大
切
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
こ
う
い
う
時
期
だ

か
ら
、
と
挑
戦
し
た
こ
と
は
、

筋
ト
レ
と
た
く
さ
ん
本
を
読
む

こ
と
。
鬼
滅
の
刃
も
読
み
ま
し

た
（
笑
）。

　
最
近
、
35
歳
で
全
日
本
卓
球

選
手
権
個
人
単
に
初
出
場
し
た

岩
城
禎
さ
ん
の
卓
球
人
生
に
つ

い
て
知
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
25
年
間
努
力
す
る
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
、
自
分
も
諦

め
ず
に
何
か
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
最

後
の
年
で
も
あ
り
、
多
く
の
友

人
と
旅
行
や
送
別
会
な
ど
企
画

し
て
い
た
こ
と
が
す
べ
て
中
止

に
な
っ
て
し
ま
い
、
本
当
に
残

念
で
す
。

旅
行
や
送
別
会
中
止
が
残
念

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
４
年
　
板
谷
　
英
志
さ
ん

　
２
０
２
０
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
、
国
内
外
の
大
学
生

活
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。
本
学
で
は
入
学
式
や

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中
止
は
も
ち

ろ
ん
、
緊
急
事
態
宣
言
で
学

内
立
ち
入
り
禁
止
ま
で
…
…

例
年
と
は
全
く
異
な
る
対
応

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
２
０

２
０
年
の
学
び
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
、
学
生
は
ど
ん
な
気
持

ち
で
過
ご
し
た
の
か
。
２
人

の
寄
稿
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

学生生活一変

●入学式・ガイダ
ンスを中止
●緊急事態宣言発
令

●一部対面授業開始
●松井孝典常務理事が第13
代学長就任
●萩生田文科相が新型コロ
ナに関する学生支援や感染
症対策への取り組みを視察

● 日経ＨＲ発行
「価値ある大学２
０２１年版　就職
力ランキング」採
用を増やしたい大
学で本学が10位に
●ウェブ・オープ
ンキャンパス公開

●入構規制を解除

●全学科対面授業開始
全学生にマスク・マス
クケース・食券２万円
分を支給
●全学生・教職員へＰ
ＣＲ検査導入
●令和２年度秋季学位
記授与式・秋季入学式
●ウェブ・オープンキ
ャンパス公開
●クラブ・サークル活
動を段階的に再開

●受験生支援で令
和３年度共通テス
ト利用入試の検定
料免除を決定

●「はやぶさ２」ミッショ
ン成功　惑星探査研究セ
ンター研究員らの貢献で
●後期授業終了
●大学祭をオンラインで
実施

●大学入学共通テ
スト利用入試（前
期）・過去最多志願
者数を記録
●６号館に除菌ブ
ース設置

●Ａ日程入試、Ｂ
日程入試
●大学入学共通テ
スト利用入試（中
期）

●Ｃ日程入試
大学入学共通テス
ト利用入試（後期）
●学位記授与式

●iPadを活用した
授業（オンライン
授業）がスタート

▼

就
職
・
就
職
活
動

　
入
試
広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
で
の
経
験
が
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
役
立
ち
、
あ
ま
り
緊
張
せ
ず
い
つ
も
通
り

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
機
電
３
年
）

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
や
、
試
験
問

題
の
対
策
を
し
た
こ
と
、
学
友
会
の
活
動
を
通
し
て
大

人
と
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
が
内
定
に
結
び
付

い
た
と
思
う
。（
都
市
４
年
）

▼

生
活
や
友
達
と
の
付
き
合
い

　
外
出
は
極
力
控
え
て
い
た
た
め
、
交
通
費
を
抑
え
ら

れ
ま
し
た
。
た
だ
、
外
出
す
る
際
は
マ
ス
ク
を
つ
け
な

い
と
不
安
に
。
運
動
不
足
を
感
じ
、
自
宅
で
筋
ト
レ
を

始
め
ま
し
た
。（
都
市
４
年
）

　
友
人
に
会
え
る
機
会
が
減
っ
て
寂
し
か
っ
た
。
１
日

何
も
し
な
い
日
も
あ
っ
た
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
を
利
用

し
て
友
人
と
話
す
こ
と
も
、
慣
れ
れ
ば
楽
し
く
感
じ
ま

し
た
。（
Ｐ
Ｍ
３
年
）

　
気
軽
に
遠
出
し
な
く
な
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
講

を
利
用
し
て
自
動
車
教
習
所
に
通
い
、
免
許
を
取
得
し

ま
し
た
。（
経
情
３
年
）

　
大
学
祭
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
感
動
し
た
思
い
出
で
す
。

（
Ｎ
Ｓ
３
年
）

画
面
見
る
時
間
が
増
え
た

筋
ト
レ
、
車
免
許
を
取
得
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昨
年
の
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら

約
１
年
、
教
育
現
場
と
し
て

対
応
に
追
わ
れ
た
年
に
な
り

ま
し
た
。

　
大
学
は
専
門
教
育
を
学
ぶ

と
と
も
に
人
間
力
を
育
て
る

場
と
し
て
も
そ
の
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
人
は
人
と
接

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
と
し

て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
対

面
で
の
授
業
で
教
職
員
や
学

生
同
士
の
会
話
や
課
外
活
動

等
に
お
け
る
先
輩
後
輩
を
含

む
多
く
の
学
生
間
で
同
じ
目

的
、
目
標
を
も
っ
た
行
動
は

成
長
の
過
程
で
の
大
き
な
要

素
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

大
切
な
機
会
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
大
学
と
し
て
は
可

能
な
限
り
の
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
予
防
措
置
を
と
り
、
こ
れ

か
ら
も
対
面
授
業
や
課
外
活

動
の
機
会
を
確
保
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
内
に
お
い
て
も
様
々
な

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
さ
ら
に
対
面
授

業
や
課
外
活
動
を
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、
学
生
一
人
一

人
の
協
力
と
自
己
の
安
全
・

安
心
は
自
分
自
身
が
守
る
と

い
う
意
識
、
日
々
の
対
策
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
学
生
と
し
て
過
ご
す
時

間
を
大
切
な
仲
間
た
ち
と
過

ご
せ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
各
家
庭
と
と
も
に
大
学

に
お
い
て
も
楽
し
い
日
々
が

過
ご
せ
る
よ
う
一
緒
に
進
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
学
事
務
局　
小
川
　
靖
夫

　
恒
例
の
花
粉
の
到
来
。
鼻

の
ム
ズ
ム
ズ
、
目
の
し
ょ
ぼ

し
ょ
ぼ
…
…
。
さ
え
な
い
毎

日
が
続
い
て
い
る
。

　
３
月
は
学
生
と
の
別
れ
の

季
節
で
あ
る
た
め
、
こ
ん
な

さ
え
な
い
日
々
が
、
余
計
に

切
な
く
さ
せ
る
の
だ
。
教
職

員
、
学
生
と
も
に
、
今
年
度

は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
、
特
別
な
１
年
で
あ

っ
た
。

　
入
試
広
報
課
は
、
学
生
と

の
関
わ
り
が
と
て
も
多
く
、

嬉
し
い
こ
と
、
悩
ん
で
い
る

こ
と
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
学
び
の
こ
と
な
ど
、

普
段
私
た
ち
が
考
え
て
も
い

な
い
よ
う
な
こ
と
を
提
供
し

て
く
れ
る
。
学
生
た
ち
の

「
気
持
ち
」
に
触
れ
る
こ
と

で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
私
た
ち

の
背
筋
が
ピ
ン
ッ
と
伸
び
る

の
だ
。
入
試
広
報
業
務
に
携

わ
っ
て
く
れ
る
学
生
ス
タ
ッ

フ
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
く
れ
る
自
治
会
の

面
々
、
無
理
難
題
に
い
や
な

顔
一
つ
せ
ず
、
サ
ク
サ
ク
ッ

と
期
待
に
応
え
て
く
れ
る
。

　
感
謝
の
言
葉
は
言
い
尽
く

せ
な
い
け
れ
ど
「
卒
業
生
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」。
こ
の
１

年
会
え
な
か
っ
た
分
、
卒
業

生
と
し
て
、
い
つ
か
会
え
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
人
並
み
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
始
め

て
10
年
く
ら
い
に
な
る
。
主

に
は
Ｆ
Ｂ
な
の
だ
が
、
日
記

も
つ
け
た
事
な
く
諸
々
長
続

き
し
な
い
性
格
の
割
に
は
投

稿
し
て
い
る
。

　
当
初
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

っ
て
い
て
、
ス
マ
ホ
へ
の
切

り
替
え
が
遅
め
だ
っ
だ
の

で
、
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
の
投
稿
が
多
か
っ
た
。
ス

マ
ホ
に
し
た
後
は
、
食
べ
た

も
の
や
旅
行
な
ど
個
人
的
な

も
の
を
備
忘
録
代
わ
り
に
ア

ッ
プ
す
る
事
が
多
く
な
っ

た
。
今
で
は
「
過
去
の
投
稿

を
シ
ェ
ア
し
ま
す
か
」
と
い

う
報
せ
で
、
数
年
前
の
卒
業

生
達
と
の
記
念
撮
影
を
観
て

歳
月
を
感
じ
た
り
、
旅
行
写

真
で
季
節
を
感
じ
た
り
す
る

の
も
楽
し
ん
で
い
る
。

　
写
真
と
し
て
は
夕
陽
が
好

き
で
ハ
ワ
イ
の
夕
景
や
近
所

の
モ
ー
ル
駐
車
場
か
ら
見
え

る
日
常
の
夕
景
も
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
中
で
も
研
究
室
の

あ
る
１
号
館
か
ら
見
る
東
京

方
向
の
夕
景
が
綺
麗
な
の

で
、
勉
強
し
て
い
る
学
生

に
も
声
か
け
て
無
理
や
り

（
？
）
一
緒
に
見
せ
、
夕
陽

を
撮
影
し
た
り
解
説
し
た
り

し
て
い
た
。

　
今
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。

写
真
に
写
っ
た
も
の
だ
け
で

な
く
そ
の
時
を
共
有
し
た
記

憶
が
大
切
で
、
以
前
の
よ
う

に
学
生
達
と
同
じ
経
験
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
れ
る
事

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
科
学
科

　
　
　
　
　
　
長
尾
　
　
徹

４月１日（木）～９日（金）新入生ガイダンス、６日（火）入学式・幕張メッセ、10日（土）前期・春学期授業開始

1983年に着任し、88年に新設
された情報工学科に移籍し、
同学科に33年連続勤務いたし
ました。本学、本学科のいろ
いろな発展を経験できて有難
いことでした。

伊
與
田
　
光
宏
（
情
報
工
学
科
・
教
授
）

長い間ありがとうございまし
た。千葉工業大学の益々の発
展を願っております。

山
田
　
丈
富
（
建
築
学
科
・
教
授
）

　がんばれ、千葉工大生！

鈴
木
　
誠
（
都
市
環
境
工
学
科
・
教
授
）

多くの皆様のおかげで充実し
た楽しい日々を過ごすことが
できました。心から感謝申し
上げるとともに、千葉工大の
益々の発展を願っております。

佐
野
　
正
利
（
機
械
工
学
科
・
教
授
）

私にとって千葉工業大学は第
二のふるさとです。
長い間、大変お世話になり、
ありがとうございました。

浮
貝
　
雅
裕
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
・
教
授
）

職員（４人）職員（４人）

　　楽しい46年間を
　　　ありがとうございます

鈴
木
　
憲
子
（
学
務
課
・
担
当
課
長
）

　大変お世話になりました。
　とても感謝しております。

柿
山
　
正
美
（
学
生
セ
ン
タ
ー
・
部
長
）

伝統ある本学で、皆様のおか
げで楽しく勤務させていただ
き心より感謝申し上げます。
誠にありがとうございました。

國
京
　
正
典
（
新
習
志
野
学
生
課
・
警
備
員
）

入職以来、皆様の協力を得ま
して充実した勤務ができまし
た。心より感謝申し上げます。

小
笠
原
　
茂
（
総
務
課
・
自
動
車
運
転
手
）

教員（６人）教員（６人）

皆様のご活躍をお祈りします。

菅
原
　
研
次（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
・
教
授
）

定年退職の皆さん
 ３月に定年を迎えられた教職員の皆さんを紹介しま

す。大学と学生たちに、思い出と励ましの言葉を残して

くださいました。 （敬称略）

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
、
本
学
は

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
臨
時
休
館
と

し
て
い
た
が
、
３
月
22
日

（
月
）
か
ら
再
開
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
休
館
中
に
エ
リ
ア
Ⅰ
『
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
・
人
工
知
能
ゾ

ー
ン
』
で
は
、
未
来
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ

ｕ
Ｒ
ｏ
）
と
㈱
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
の
混
成
チ
ー
ム
が
製
作
し

た
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を
ベ

ー
ス
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
製

品
化
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機

「
Ｒ
Ｕ
Ｌ
Ｏ（
ル
ー
ロ
）」
の

展
示
を
増
設

写
真
。
エ
リ

ア
Ⅱ
『
惑
星
探
査
ゾ
ー
ン
』

で
は
、
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
２
」
展
示
パ
ネ
ル
に

地
球
帰
還
と
拡
張
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
説
明
を
加
え
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
見
ど
こ
ろ

満
載
と
な
っ
て
い
る
。

エ
リ
ア
Ⅰ
、Ⅱ

展
示
再
開

■
　コ
ロ
ナ
休
館
の
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス


